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事業又は施策名【担当課】

48障がい者福祉事業【福祉課】

全体に対する意見・提案等

”福祉有償運送”の案内が市役所ホームページに出てますが高齢者も時に車椅子生活せざるを得な
いことがあります。そういう時、移動手段に福祉有償運送は助けになる。必要な時に利用できるこう
いった道具を市民に提供する姿勢は高齢者にも有難いと思います。無料タクシー券は初めて聞きま
したが、それよりも車椅子で移動する人への人的補助を考えてあげて欲しいですね。

タクシー料金助成を継続していく必要性はあると考える。

障がい者への福祉目的の事業であるが、タクシーチケットの利用実態を分析したうえで、利用者の限
定や利用制限の必要性を判断すべきと考える。

タクシー料金助成は、多くの自治体が取り入れている事業で、障害者の福祉としては、大切な制度だ
と考えられます。利用者のニーズに応じた助成方法をさらに検討していくことが求められます。

課題に対する意見・提案等

無料タクシー券ですが、私にはその必要性がよくわかりません。でも全体予算が圧迫されるのであれ
ば制約を設けるのは止むを得ないと考えます。

タクシーチケットの利用実績がない人も多くいるため、配布枚数の上限を据え置いたまま、配布枚数
を利用者の選択制にしてはいかがだろうか。（毎年の希望調査は市職員の負担となってしまうため、
数年に1回の調査でよいと考える。）そのうえで利用頻度が高い利用者については、行革担当課の意
見にあるプレミアムチケットのような仕組みを案内されてはどうだろうか。

タクシーチケットの利用制限をする場合には、必要な人が困らないように利用実態の分析を見てから
判断いただきたい。また、利用制限した場合には、その評価検証も必要と考える。

詳細な利用状況を分析できるように、情報収集・整理しようとしていることは評価できます。その調査
結果によって、たとえば、重度障害とそうでない方とで、交付枚数に差をつけたりすることも一つの方
法かと思います。利用者の困難度の把握に努めていただくよう、お願いします。


